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「
信
心
銘
」
は

一
般
に

「
三
租
信
心
銘
」
と
呼

ば
れ
て

い
る
よ
う

に
、
中
國
輝
宗
の
第
三
租
鑑
智
信
環
大
師
の
著
述
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る

そ
し
て
、
そ
れ
は

「
至
道
無
難
 
唯
嫌
棟
澤
」
に
は
じ
ま
り

「
信
心
不
二
 
不
二
信
心
 
言
語
道
断
 
非
去
來
今
」
に
終
る
四
言

百
四
十

六
句
 
五
百
八
十
四
字
と
い
う
極
め
て
簡
潔
な
偶
頚
で
あ
る
。

そ
の
文
髄
は
脚
韻
を
ふ
み
、
囎
詠
に
適
し
、
ま
た
、
和
文
に
讃
み
下
し

て
も
漢
語
、
輝
語
が
適
宜
に
配
ら
れ
、
吟
諦
に
も
好
く
、
し
か
も
、
揮

の
教
理
を
簡
明
に
説
い
て
も
い
る
の
で
琿
の
心
要
を
端
的
に
示
す
も
の

と
し
て
、
讃
諦
に
、
祀
録
の
引
用
に
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
開
版
、

注
繹
拮
提

の
上
梓
の
敷
も
、
他

の
租
録
に
比
較
し
て
、
か
な
り
多
く
、
「
新
纂
渾
籍
目
録
」
に
よ
れ
ば
、

輩
行
開
版
十
四
同
、
注
繹
拮
提
と
し
て
の
上
梓
四
十
二
種
を
敷
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
勿
論
、

そ
の
他
藏
経

へ
の
牧
録
も
数
多
く
あ
る
。

こ
の

よ
う
に

「
信
心
銘
」
は
灘
宗
に
お
い
て
最
も
親
爽
さ
れ
た
租
偶
の

一
つ

で
あ
る
と
共
に
、
敷
多
く
の
揮
僧
の
座
右
の
銘
と
も
な
つ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の

「
信
心
銘
」
に
つ
い
て
、

近
年
來
、
初
期
輝
宗
史

に
關
す
る
研
究
成
果
が
護
表
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
再
び
、
問
題
を
投
げ

か
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
こ
で

「
再
び
」
と
い
う
言
葉
を
用

い
た
の
は
、

か
っ
て

「支
那
佛
敏
精
史
」
の
著
者
が
、
そ

の
著
述

の
中
で

「
信
心

銘
」
の
作
者
で
あ
る
と
信
認
さ
れ
て
い
る
三
租
僧
環
大
師
の
歴
史
的
實

在
を
否
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て
、
今
、
「信
心
銘
」
の
三
租

僧
環
大
師
の
親
撰
読
に
疑
問
が
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ

の
代
表
的
な
も
の
は

「
輝
宗
思
想
史
」
の
研
究

で
あ
り
、

そ
の
著
者
は

「信
心
銘
が
曾
環
の
作
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
疑
う
べ
き
貼
が
存
す
る

こ
と
。
現
在
の
信
心
銘
に
は
後
世
の
改
鼠
が
少
く
な
い
こ
と
。
信
心
銘

の
思
想
は
牛
頭
法
融
 
及
び
 
永
嘉
謹
道
歌

と

よ
く
合

し
.て
い
る
こ

と
。
」
の
三
鮎
を
あ
げ
て
、
そ
の
親
撰
説
に
封
し
て
、
否
定
的
見
解
を

と
つ
て
い
る
。

信

心
銘
に

つ
い
て

(
松

田
)
 

二
五
三
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二

さ
て
、

こ
の
問
題
の
解
明
に
は
、
「
信
心
銘
」
が
繹
籍
史
、
輝
思
想

史
の
上
に
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
と
い
う
鮎
か
ら
考
察
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
同
は
、
そ

の
一
端

と
し
て
、
「
宗
鏡
録
」
に

焦
鮎
を
し
ぼ
り
、
著
者
延
壽
が

「信
心
銘
」
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
つ

て
い
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

ま
つ

「
信
心
銘
」
と
い
う
名
構
を
も
つ
て
い
る
著
述
を
さ
ぐ
つ
て
み

る
に
、

1
 
達
磨
大
師
信
心
銘

2
 
三
祀
僧
環
大
師
信
心
銘

3
 
融
大
師
信
心
銘

と
い
う
三
種
の
タ
イ
ト
ル
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
う
ち

「
達
磨
大
師
信
心
銘
」
な
る
も
の
は
義
諦

の
編
集
し
た

「
輝
籍
志
」
に

そ
の
名
を
と
ど
め
る
の
み
で
、
他
の
記
録
に
は
 
全
く
、
見
出
す
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
世
に
流
布
し
な
か
つ
た
も
の
で
あ
ろ
う

ま
た
、
内

容
を
知
る
手
が
か
り
も
全
く
な
い
。
「
三
組
僧
環
大
師
信
心
銘
」
は

「
景

徳
傳
燈
録
」
巻
三
十
、
「維
門
警
訓
」
巻
三
な
ど
に
牧
め
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
そ
れ
は

一
般
に
流
布
し
て
い
る

「信

心
銘
」
で
あ
る
。
「融

大
師
信
心
銘
」
は

「
宗
鏡
録
」
の
中
の
引
用
文
に
の
み
見
出
す
こ
と
の

で
き
る
も

の
で
、
そ
の
内
容
は
、
短
い
引
用
文
か
ら
で
は
あ
る
が
、
そ

の
大
綱
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
そ

れ
は
、
「信
心
銘
」
と

し
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
。

き

て
、
こ
」
に
い
う

「
融
大
師
信
心
銘
」
の
融
大
師
と
は
、
云
う
ま

で
も
な
く
、
牛
頭
山
の
法
融
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
宗
鏡
録
」
に
は

「
信
心
銘
」
に
關
す
る
引
用
文
の
書
き
出
し
に

1
 
融
大
師
信
心
銘
云
…
…
(
例

文
1
2
)

2
 
信
心
銘
云
…
…
(
例

文
3
4
5
6
)

3
 
租
師
云
…
…
(
例

文
7
)

と
い
う
三
種
の
記
述
の
仕
方
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
黙
か
ら
考
え
る
と

「
宗
鏡
録
」
の
著
者
は

「
信
心
銘
」
は
牛
頭
法
融
の
著
述
で
あ
る
と
い

う
意
識
の
も
と
に
書
い
て
い
る
と
う
け
と
ら
れ
る
。

次
に
、
そ
れ
ら
の
引
用
文
を
検
べ
て
み
る
に
、

1
 
流
通
文
と
同
じ
も
の
…
…
(
例
文
6
7
)

2
 
流
通
文
と
違
つ
て
い
る
も
の

a
 
流
通
文
に
あ
る
が
前
後
の
句
が
輻
倒

し
て
い
る
も
の

(例
文
5
)

b
 
流
通
文
に
全
く
な
い
も
の

(例
文
1
2
3
4
)

と
い
う
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、

そ
の
例
文
を
上
げ
て
み

よ
う
。

1
 
融
大
師
信
心
銘
云

欲
得
心
浮
 
無
心
用
功

巻
十
五
大

正
藏

四

十
八
巻
四
九
六
b

2
 
融
大
師
信
心
銘
云

牛
頭
山
初
租
法
融
輝
師
「
心
銘
」

欲
得
心
浄
 
無
心
用
功

洞

右
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怪
怪
了
知
 
見
網
醇
彌
 
寂

寂
無
見
 
闇
室
不
移
 
梶
梶

無
妄
 
寂
寂
蓼
亮
 
寳
印
眞

宗

森
羅

-
相

(巻
三
十
七
大
正
藏
六
三
七
a
)

3
 
信
心
銘
云

前
際
如
室
 
知
腱
悉
宗
 
分

明
照
境
 
随
照
冥
蒙
 

一
心

有
滞
萬
法
不
遍
 
本
來
自
爾

不
用
推
窮

(巻
五
大
正
藏
四
四
四
b
)

4
 
信
心
銘
云

縦
横
無
照
 
最
爲
微
妙
 
知

法
無
知
 
無
知
知
要

(巻
九
大
正
藏
四
六
三
a
)

5
 
信
心
銘
云

心
若
不
異
 
萬
法

一
如
 
眼

若
不
睡
 
諸
夢
自
除

(巻
八
十

一
大
正
藏
八
六
三
b
)
'

6
 
信
心
銘
云

「
即

一
切
 
一
切
朗
二
 
若

能
如
是
 
何
慮
不
畢

幌
梶
了
知
 
見
網
韓
彌
 
寂
寂

無
見
 
暗
室
不
移
 
梶
怪
無
妄

寂
寂
明
亮
 
萬
象
常
眞
 
森
羅

一
相同

右

前
際
如
室
 
知
庭
迷
宗
 
分
明

照
境
 
随
照
冥
蒙
 

一
心
有
滞

諸
法
不
通
 
去
來
自
爾
 
胡
假

推
窮同

 

右

縦
横
無
照
 
最
爲
微
妙
 
知
法

無
知
 
無
知
知
要

「
三
租
僧
環
大
師
信
心
銘
」

眼
若
不
睡
 
諸
夢
自
除
 
心
若

不
異

萬
法

一
如

同
 

右

一
印

一
切
 

一
切
即

一
 
但
能

如
是

何
慮
不
畢

(
巻
八
十
五
大
正
藏
八
八
二
a
)

7
 
租
師
云

不
識
玄
旨
 
徒
勢
念
静

(
巻
九
十
大
正
藏
九
〇
六
b
)

同
 

右

不
識
玄
旨
 
徒
勢
念
静

こ
の
例
文
の
封
比
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に

「
宗
鏡
録
」
の
著
者
延

壽
の
い
う

「
融
大
師
信
心
銘
」
な
る
も
の
は

「
景
徳
傳
燈
録
」
巻
三
十

に
牧
め
ら
れ
て
い
る

「牛
頭
山
初
租
法
融
輝
師
心
銘
」
の
文
で
あ
る
こ

と
を
ば
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
延
壽

は
例
文
3
4
5
6
に
見

ら
れ
る
よ
う
に

「
信
心
銘
云
」
と
い
う
書
き
出
し
の
下
に

「
心
銘
」
の

文
と
流
通
文

「
信
心
銘
」
の
文
と
を
共
に
引
用
し
て
い
る
。

思
う
に
、

一
〇
〇
四
年
に
は

「
景
徳
傳
燈
録
」
が
上
梓
さ
れ
、

そ
の

中
に

「
信
心
銘
」
は
三
租
信
環
大
師
の
著
述
で
あ
る
と
明
刻
七
、
そ
の

事
に
疑
問
を
は
さ
む
學
者
も
な
く
、
南
宋
の
眞
宗
皇
帝
に
奉
呈
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
遡
る
こ
と
四
十
三
年
前
、

こ
の

「
宗

鏡
録
」
が
世
に
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
時
、
著
者
延
壽
が
、
例
文
に
示
し
た

よ
う
な
記
録
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
記
録
を
残
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
貼
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

1
 
彼
は

「
信
心
銘
」
と

「
心
銘
」
を
混
同
し
て
用

い
て
い
る
。
と
す

れ
ば
、
後
に

「
宗
鏡
録
」
の
杜
撰
さ
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の

畿
り
は
冤
れ
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

2
 
あ
る
い
は
、
そ
の
當
時

「
心
銘
」
が
別
名

「信
心
銘
」
と
も
呼
ば

れ
て

コ
ニ
祀
信
心
銘
L
と
共
に
世
に
流
布
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

信

心
銘

に
つ
い
て

(
松

田
)
 

二
五
五
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六

と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
學
者
の
良
識
と
し

て
、
例
文
3
4
に
は

「融
大
師
信
心
銘
」
例
文
5
6
に
は

「
三
祀
信

心
銘
」

と
明
記
し
、
は
つ
き
り
旺
別
す
べ
き
で
は
な
か
つ
た
か
と
い

う
難
鮎
が
残
る
。

3
 
ま
た
、
法
融
の

「
心
銘
」
が
別
名

「
信
心
銘
」
と
も
い
わ
れ
て
世

に
流
布
し
、
現
在
流
通
の

「
信
心
銘
」
が
作
者
不
明
の
ま

傳
わ
つ

て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

4
 
更
に
、
現
在
流
通
の

「信
心
銘
」
も
そ
の
當
時
法
融
の
作
と
み
な

さ
れ
、

延
壽
も
そ
れ
に
從
い

「
租
師
云
」
の
租
師
は
法
融
で
あ
る
と

の
意
識

の
も
と
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
も
う
け
と
れ
る
。

三

確
に
、
「信
心
、銘
」
が
三
租
檜
環
大
師
の
親
撰
で
あ
る
と

い
う

は
つ

き
り
し
た
記
録
は

「
景
徳
傳
燈
録
」
ま
で
時
代
を
下
ら
ね

ば
な
ら
な

い
。
し
か
し

「古
奪
宿
語
録
」
に
牧
め
ら
れ
た

「
百
丈
廣
録
」
に
は

「
三
租
云
」
と
し
て
流
通
文

「
信
心
銘
」
の
文
が
四
ケ
所
に
も
引
用
さ

れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
「
信
心
銘
」
の
三
祀
親
撰
説
は
少
く
と
も
百

丈
懐
海

(八

一
二
寂
)
よ
り
下
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
立
場
を
と
れ
ば
前
節
で
あ
げ
た
第
3
第

4
の
考
え
方
は
否
定
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
寳
林
傳
」
「租
堂
集
」
等

の

「
景
徳

傳
燈
録
」
以
前
の
史
傳
や
そ
の
他
の
輝
籍
に

「
信
心
銘
」
に
つ
い
て
ふ

れ
て
い
な

い
と
い
う
問
題
鮎
が
残
つ
て
い
る
。

こ
の
鮎
は
繹
籍
史
の
再

見
當
と
琿
思
想
史
の
究
明
の
必
要
を
せ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
百
丈
廣
録
」
自
髄

一
一
七
八
年
開
版
の

「
古
尊
宿
語
録
」
に
牧
め
ら

れ
た
も
の
で
原
典
批
釧
の
必
要

が
あ
り
、
ま
た
、
「信
心
銘
」
の
中
の

「
虎
明
自
照
」
「
一
師

一
切
」
の
思
想
は
華
嚴
思
想
に
通
ず
る
も

の
と

思
わ
れ
、
更
に

「
信
心
銘
」
の
心
は

「
一
心
」
な
の
か
、
「無

心
」
な

の
か
と
い
う
鮎
の
究
明
も
重
要
な
課
題
と
な

つ
て
く
る
。
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